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第1章 緒 言

余(1}ハ 婁 二 「結 核菌分離 ノ1新 法蚊 二1新 培養 リ。此方法 テ盤酸Pepsin第 皿法 トナ ス。

基 二就 テ」 ト題 シテ盤酸Pepsin法 テ記述 シタ 培養基 トシテハ、余 ハ乳 清 テ基 汁 トスノレ鶏卵培

リ。 盤酸Pepsin法 ト ハ0.5%局 方 盤酸水 二 養基 ヲ用 ヒ、頗 ル好結果 テ得 タ リ。

1:3000割 二、Pepsin(parke-Davis)テ 溶 解 シ、 其後余 ハ盤酸Pepsin法 ノ操作 二改良 ノ飴地無

此液 二培養材料 テ投 ジテ370・20時 間作用 セシ キヤ否 ヤニ就 テ實験 テ反復 シ、其結果上述 ノ如

メ、後遠 心沈澱 テ行 ヒテ其沈 渣 ヲ白金 耳 テ以 テ キ最初規定 ノ諸條件 テ最 モ適當 ト認 ムル ラ得、

培養基上 二塗布 スル方 法 ナ リ。右 ノ庭 置二依 リ 之 テ以 テ硫 酸法 トノ比較 ラ行 ヒタリ。而 シテ硫

テ、喀疾 内雑 菌ハ容易 二死滅 スルモ、唯1種 之 酸法 二比 シテ敢 テ遜 色無 キ ノミナ ラズ、之 テ凌

二封 シテ抵抗 強 キ球菌?テ 見ル コ ト稀 ナ ラズ、 駕 スル貼 アルヲ確認 シ得 タ リ
。

余 ハ此菌 テ川畑菌 ト樗 シ、之 ガ登 生 テ防止 セン 次 デ盤酸Pepsin法 テ以 テ各種培養基 ノ比較 ラ

爲培養基 二Gentiana-violettテ 加 入 セリ。以 行 ヒテ前記乳 清培養 基 ノ債値 テ検討 シ、結局 此

上 ノ方 法 ラ盤酸Pepsin第1法 トナ ス。 者以上盤酸Pepsin法 二適 合 スル培養基 アル テ

監酸Pepsin液 二1:5000ノ 割 二KrystallViolett認 メタ リ。

テ加 ヘ タル液(盤 酸Pepsin-Violett液)テ 以 テ 依 テ弦 二標 題 テ改 メ、盤酸Pepsin法 ノ第ll同

喀 疾 ヲ腿置 ス レバ、川畑菌 ハ確實 二死滅 スルモ、 報告 トシテ以上 ノー般 テ詳述 スベ シ。大方 ノ教

同時 二結核 菌 モ亦 多 少 ノ悪影響 テ蒙 ル傾向 ア 示 テ得 レバ幸甚 ナ リ.

第 皿章 塵 酸Pepsin液 二 關 ス ル實 験 補 遣

第1同 報 告 ノ後 、盤酸Pepsin法 二於 ケル腱 置 時 間其他 二就 テ補遺的實験 テ行 ヒタル ニ、以下
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順次記載 スルガ如 ク、最初 二規定セル諸條件 テ 最 モ適當 ト見倣 スベキ結果 テ得 タリ。

第1節 庭置時閲ノ短縮

盤酸Pepsin法 ハ既記 ノ如 キ盤酸Pepsin液 テ

以 テ、培養 材料 テ37。;20時 間虎 置 スルモノ ト規

定 セ リ。即 チ材料 ノ塵 置 二著 シク長時間 ラ要 ス。

何 等 カ ノ方法 二依 リテ此時間 テ短縮 シ得 ザルヤ

否 ヤ。

第1項 濃厚 盤酸水 二就 テ

第

喀疾庭置 ノ時間 テ短縮 シ、併 セテ結核 菌 二封 ス

ル酸 ノ影響 テ時間的 二輕減 セ シメ ン ト欲 シ、依

テ3-10%盤 酸 水(局 方)二 種 々 ノ割合 二Pepsin

テ溶 解 シ、其各液10・0耗 二煮卵 白1.0瓦 テ加

へ、370二 置 キ テ 時間的 二其 滑化状態 テ観 察 シ

タ リ。

1表

藍 酸%

時 ＼Pepsin＼

濃 度1:

間＼＼

10 5 3 0.5

10 30 300 3000 10 30 300 3000 10 30 300 3000 3000

30分 一
}

±

十二
十二
十

一 一 十 ± ± 一 十 十一
十

±
o

_ ±

1時 間 一 一 十 ± ± 一 十 ± 一 十

2。,, 十 ± 一 十 十一
十

十 一 十 十 ± 一 十十

3,, 十 十 ± 一 十十 十 一 什 什一
惜

十 ±

±

什

4,, 十 十 ± 一 十十 十一
什

十

十

一 什 十 柵

5,, 十一
料

十一
十

± 一 什 ± 柵 帯
7

十 十

十

柵

20,, ± 一 冊 柵 十 ± 柵 冊 柵 柵

註 。 符 號 ハ消牝 ノ程 度 ヲ示 ス。 冊 ヲ完 全 清 化 トス。

此 註 ・・以 下 類 型 ノ表 二共 逼 ス。

其 成績 ハ第1表 二示 セルガ如 ク、是等濃厚盛酸

水 二於 テノ・、Pepsin濃 度 テ種 々二攣 ズル モ其

浦化作用 テ短時間 二完 了セ シムル コ ト能 ハズ。

即 チ盤酸Pepsin法 二濃厚瞳酸水 ラ用 フルコ ト

能 ハザ ルラ知 レリ。

第 皿項 塵 置 ノ温 度 二就 テ

日本藥局方 二依 レバ、Pepsinノ 検 定 二・・500ノ

水 浴 テ用 ビザルベ カ ラズ。此規定 二從 ヒテ余 ノ

常 用 スルparke-Davis肚 製 穎粒状Pepsinノ

清 化力 テ検 スルニ、之 テ0.5%盤 酸 水(局 方)二

1:3000二 溶 解 セ ル 液 ハ、2時 間 ニ シテ飾過煮

卵 白 テ殆 ド全 ク 溶解 ス。印 同肚 ガ標榜 スル同

Pepsinノ 消 化力1:3000ハ 略 く之 テ承認 シ得 べ

シ 。

然 ルニ今Pepsinノ 濃度 テ1:300ト ス レバ、卵

白 ノ清化 ハ1時 間ニ シテ完成 ス。而 モ所謂川畑

菌 ハ500.1時 間 ニテ全 ク死滅 スル モ ノナ リ。故

二此條件 二於 テ喀疾 テ塵 置 ス レバ、庭置 時 間モ

短 ク且川畑 菌 モ制 シ得 テ頗 ル好 都合 ナルベ シ。

依 テ之 テ撒例 ノ喀 疾 二就 テ検 シタル ニ、喀疾 内

結 核菌ハ全 然登 育 セザルカ又 ハ遅延微弱 ノ襲育

テ示 スニ過 ギザ リキ。虎置時間 テ30分 トスル

モ術且略 ≧同様 ノ 結 果 ラ 示 セ リ。 即 チ盤酸

Pepsin法 ラ行 フニ500水 浴 ラ以 テスル コ ト能

ハザルラ認 メタ リ。

第 皿節Pepsinノ 濃 度

盤 酸Pepsin法 二於 テPepSin'ノ 濃度 ラ1:3000モ ノニ シテ、此 清化力 ・・略1承 認 シ得 ルコ ト前

ト定 メタルハ、parke-Davis肚 ノ標 榜 二從 ヘル 節 二述 ベ タルガ如 シ。
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今0・5%盤 酸 水 二1:300-3000ノ 割 二Pepsin
コ

テ加 ヘ タル液 テ以 テ370.20時 間飾過 煮卵 白 ヲ

第 π 表 塵 置 ス ル ニ・

Pepsin激1卵 白靴

1:300 冊

1:600

1:1200

1:2400

1:3000

冊

冊

柵

冊

第 皿 表

第 皿表 二見 ルガ

如 ク、何 レモ全

ク溶解 セラル。

喀i庚 ノ苅誓fヒ(崩

壌)モ 略 支同様

ナ リ。依 テ0.5

Nr.

、

GaHky

Pepsin1:300
ipep・in・ ・3…

靴 幌1瀧
亀

成 績

1 V∬ 冊 9×3 柵 9x3

2 V皿 ,, 12×3 ,, 8×3

3 VH ,b 川畑×3 ,, 川畑×3

4 1V ,, 14×3 ,, 12×3

5 Ix ,, 川 畑 ×3.9×3 ,● 7×3.川 畑 ×3

6 V皿 ,, 9×1.11×2 ,, 9×3

7 IV ,, 14×3.川 畑 ×1 ,, 14×3

註。1.成 績欄数字ハ(獲育迄 ノ日数)×(培 養基

数)ヲ 示ス。例ヘバ14×3.川 畑 ×1bア ル

ノ・培養基3本 〉モ14日(培 養當 日ヨニ起算)

ニ シテ蛮育 ヲ見、中1本 ハ同時二川畑菌 ノタ

メニ汚染セラレシヲ意味ス。

2.培 養基ノ・各3本 宛用フ。

以上 ノ註・・以下類型ノ表二共通ス。

%盤 酸 水二1:300ノ 割 二Pepsinラ 溶 解 シ、此

液 テ以 テ喀疾 ヨ リ 結核菌 ノ分離 ラ行 ヒ、之 ラ

Pepsin1:3000ノ モ ノ・成績 ト比較 シタ リ。其

結果 ハ第 皿表 二示 セルガ如 久 後 者 二於 テ登 育

迅速 ナル コ ト明 ヵナ リ。 加之1:300ノ 揚 合 ニハ

培養基 ノ表面著 シク凸凹不李 トナル コ トアリ、

其理 由明 カナ ラザルモ.此 場合 ニハ菌登 育殊 二

逞延 ス。

此 ノ如 クPepsin濃 度 ノ厚薄 二依 リテ菌褒 育 二

著明 ノ差 アル以上、其濃度 ハ可及的薄 キヲ可 ト

スベ シ、 即 チ最初規定 セルPepsin濃 度 ハ最 モ

適 當 ナルモ ノト信 ゼ ラル。

第 皿節Peptonノ 添 加

余 ・・前同報告盤酸Pepsin-violett液 ノ條下 二於

テ、violettノ 濃 度 テ1:10000ト シ、更 二之 二

石炭酸其他 テ添加 シタル實験 テ述 ベタ リ。 其後

Pepton(照 内)ノ 添加(0.2-1%)ガ 著 シク色素

ノ殺菌力 テ檜強 セ シムル テ知 リ、之 二就 テ種 々

實験 スル所 ア リ タ リ。然 レ ドモ此者 ノ添加ハ・

Pepsinノ 消化力 テ障碍 スル コ ト著 シ ク、又分

離實験 二於 テモ雑菌混入多 ク、使 用 シ得 ル方 法

二非 ザル テ確 カメタ リ
。

第 皿章 塵酸Pepsin法F硫 酸法 トノ比較

喀疾其他 ノ材料 ヨリ結核 菌 ヲ分離 スルニ當 リ、

盤酸Pepsin法 ・・甚 ダ良好 ナル成績 ラ示 シ、余

ヲシテ從來 ノ諸法 ヲ凌駕 スルテ信 ゼ シメタ リ。

然 ルニ目下一般 二結核 菌分離 ノ最 良方 法 ト認 メ

ラル ・ハ、住吉 氏(2)二 依 リテ創始 セ ラレタル硫

酸法 ナルテ以 テ、余 ハ先 ヅ此方法 ト堅酸Pepsin

法 トテ比較 シタ リ。弦 二其成績 テ述 プベ シ。

第1節 試験材料及方法

供試材料 ハ當所 患者 ヨリ得 タル新鮮 ナル喀疾其

他 ナ リ。 之 ガ探 取 二當 リテハ必ズ シモ無菌的 二

行 ・・ズ、喀疾 ハ輩 二滅菌Schale二 喀 出 セ シメ、

糞 便・喀 出血液等 ハ患者常用 ノ容器 ヨ リ探 レル

コ トア リ、之ハ培養試験 ラ可及的簡 易ナ ラシム

ル意 二出デ タルモ ノナ リ。

硫酸法 ハ 且ohn氏{3)二 從 ヒ、喀 廃其他 ハ10%

硫 酸 水、室温20分 、糞便 ノミハ12%硫 酸 水、

室温30分 放 置 シ、其間厘 ヒ振盈 シ タ ル 上、

3000同 廻 轄遠 心沈澱器 テ以 テ約10分 間沈澱
.
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シ、沈 渣 ハ中和、 洗1條ラ行 ハズ、白金 耳 テ以 テ

塗布、培養 ス。爾硫酸 ハMerck耐 製 甜、ヲ用 ヒ

タ リ。

培 養基 ハ 且ohn氏 培 養基及余 ノ乳 清培養基 テ

用 ヒ、材料1箇 二就 テ各3本 宛 テ使用 セ リ。

前者 ノ製法 防 ・次 ノ如 シ。

Liebig'sExtract(以 下Liebigト 略 構 ス)テ1

%乙 割 二 水道水 二溶解 シ補性 ラ行 ハズ、1%

Pepton(照 内)。5%Glyzerin(price)テ 加 フ。

此基 汁1二 封 シ3ノ 割合 二鶏卵(全 卵)テ 加へ血

清凝固器 ニテ滅菌 ス。而 シテ凝結 水 トシテ前記

Bouillonヨ リPeptonテ 除 ケルモ ノテ適 宜添

加 シタ リ.

盤 酸Pepsin法 ハ第1法 テ用 ヒタ リ。

第皿節 比較成績

雨法 ノ比 較成績 ハ其 詳細 テ第IV表 二、其穂括

テ第X・ 第VI雨 表 二示 セ リ.

以 上3表 テ観 ルニ、50例 中硫酸法陽性45例 、

盤 酸Pepsin法 同47例 ナ リ。 盤酸Pepsin法

陰 性3例 中2例(第IV表 第XIX例 粘血 便・第

XX皿 例血尿)ハ 硫 酸法陰性 トー致 シ、他1例(第

第

Nr.

1

2

3

4
峰

IV表 第X皿 例)ハ 喀出血液 ニテ雑菌 二被 ハ レタ

ルモ ノナ リ。硫 酸法陰性 ハ、前記2例 ノ他 二尚

3例(第IV表EEXXXvl例 喀 疾 ・第XXXV皿 例 同●

第XXXXI例 粘 血便)テ 算 セ リ.其 中第XXXXI例

ハ雑菌 二被 ハ レタルモ ノナ レ ドモ、第XXXVI

例 ・第 ㎜ 皿例 ハ逡 二無菌 二 終 レ リ。殊 二第

IV表
一一 一 一一一一

材料及性質Gaffky
硫 酸 法 璽 酸Pepsin法

乳 清 Hohn 乳 清 Hohn

疾、膿 性V皿 12×3 12×3.雑 ×2 12×3 11×3

1

"、 膿 粘V 11×3 11×3.雑 ×1 12×3 川畑×3

尿VI 18×3 14×2.雑x3 18x3 13×3

膿(Gaze附 著)一 17×2.21×1 17x2●21×1 1う ×3 15×1.雑2

尿 一

η1皿

17×3

12×3

17×3.雑 ×3

12×3.雑i×1

17×3

13×3

17×3.雑3

13×2.雑 ×1

疾、粘 膿IV 13×3 13×3.雑 ×1 17×2.無x1 17x3.雑 ×1

,,、 膿 性IV 10×3 10×3.雑 × ユ 10×2.28×1 10×3.雑 ×1

W膿粘h9

皿性液粘h10

一皿

血喀

膿粘嵐
n
万

X性膿h13

㎜h14

皿恥15

墨

下
=
皿

29
h16

恥

便血粘

性液粘嵐

π
亙

p
粘膿恥20

二
』
』
N

尿血

粘膿風

星

のΦ瑚

恥

恥

里
鍛

9×2.16x1

9×3

18×3

14×3

17×2.無 ×1

11×3

16×3

11×3

8×3

17×1.21×2

12×2.無 ×1

13×3

13x3

12×3.

9×3

8×3

18×3

14×2.雑 ×1

S×3.雑 ×1

11×3

16×3

11×3

8×3

14×2.雑 ×1

12×3

i雑×3

雑 ×3

12×3

9×1.15×2

8× ・3

雑 ×3

13×3

11×2.4旺1

11×3

16×3

17×2.無 ×1

7×3

9×2.11×1

8×3

雑 ×3

13x3.Jll火 田×3

7×3

11×3

16×3・.me×1

17×1.無 ×2

7×3

17×1.19x1.20×117×2.21×1

16×2.無 ×114×3,雑 ×2

13×3

8×3

12×2.雑 ×1

15×1.19×1雑 ×2

S×3

川 畑 ×3
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25 "、 粘 膿 一 11×3 11×2.雑 ×2 11×3 ・ 川 畑x3

26 "、 膿 性 V∬ 11x3 11×3 10×3.雑 ×1 i雑×3

27 "、 膿 粘 ,, 9×3 9×2.雑 ×1 9×3 9×3

28 ,,、 り ,, 12×3 13×3 12x3 川畑×3

29 ,,、" ,, 9×3 ● 9×2.雑 ×1 9×3 雑 ×3

30 ,,、,, ●, 10×2.11×1 10×1.12×2 11×3 11×3

31 ,,、,, VI
一

9×3 9×3 9×3.川 畑 ×3 9×3.川 畑 ×3

32 ,,、 ・, 皿 10×3
0

9×3 9×3 9×2.雑 ×1

33 "、 粘 液 性 ∬

一 一
10×3 10×3 13×3 13x1.雑 ×2

34 "、 膿 粘 VI

一
8×3 8×2.雑 ×1 10×3 10x2.雑 ×1

35 "、 膿 性 V皿 20×3 19×3.雑 ×1 19×3 18×2.雑 ×1

36 ,,,, 、 ,,
一 一 9×3 9×3

37 "、 粘 膿 皿 14×3 14×3 18×2.雑 ×1

一一

18×2● 雑 ×3

38 "、 粘 液 性 一 一 一 118×3
、 雑 ×3

39 "、 膿 粘 V∬ 17×3 16×1.17×.雑 ×1 15×31刀1火 田×3

40 "・ 粘 膿iVli・ ・×3 10×2.雑 ×1

一

10×3 10×2.雑 ×1

41 粘 血 便1
一1雑 ×3

雑 ×3 18×3 15×3.雑 ×2

42 尿 ,, 20×3117×31 20×3 16×1.雑 ×2

43 疾、粘 膿 IV 12×1.コ3×2111×3 11×3 11×3

44膿(Gaze附 著) 27×2.雑 ×1 27×2.雑 ×1 26×1.雑 ×2 雑×3

45 疾、膿 粘 V皿 10×3 10×3 8×3 8×3

46 尿 皿 12×3 12×3 12×3 12×2.雑 ×3

47 疾、膿 性 ㎜ 10×3 10×3 8×3.雑 ×3 雑×3

48 喀 血 21×1.24×1.無 ×1 21×2.雑 ×1 20×3 20×3

49 疾、膿 粘 VH 6文3 6×3 7×3 7×3
1

50 ,,、 ・, IV 12×3112×3 12×2難1 川畑×3 i
I

註 。 「雑 」及 「川 畑 」・・川 畑 菌 叉 ・・共 他 ノ雑 菌 二依 ル 汚染 ヲ意 味 ス。f無 」ノ・無 菌 二終 リシ モ ノ、ヌ,一 トアル ハ3

本 トモ陰 性 ナ リシ ヲ示 ス 。 ・

第V表

例数

50

培養基及其数
硫 酸 法 鞭 酸Pepsin法

雑 菌 無 菌 陽性例数亭均日鍛 雑 菌 無 菌 陽性例数卒均日籔
一 一

乳 清(150) 4

34

i3 45 12.8

12.4

一
15 4 47

47

ユ2.9

Hohn(.,) 0 43 63 2 12.3

註 。1.「 雑 菌 」トア ルノ・川 畑 菌 及 共 他 ノ雑 菌 號 生 培養 基倣 ヲ示 ス。

2.「 無 菌 」トア ル ノ・無 菌 二終 リル培 養 基 藪 ヲ示 ス 。 但 シ3本 トモ無 菌 二終 リシ陰性 例 ヲ含 マ ズ。

3.「 亭 均 日数 」1… 各 培 養 基 上 最 モ早 キ登 育 日数 ヲ 合 計 シ、之 ヲ陽 性 例 数 ヲ以 テ除 シタ ル モ ノナ

リ。

註3ノ ・以 下類 型 ノ表 二共 通 ス。

XXXV皿 例 ハ疾病初期 ノ粘液疾 ニ シ テ 検鏡亦陰

性、唯盤酸Pepsin法 ノ ミ陽性 ナ リキ。概 シテ

硫酸法 二於 ケル喀疾溶解 ハ、其粘液性 ノ場合 二

不良 ナ リ。

之 テ以 テ観 レバ、培養 ノ確實性 ハ盤酸Pepsin

法 テ以 テ勝 レルモ ノ ト云 ハザルベカ ラズ。

菌登 育 ノ李均 日藪 テ見ル ニ、 同種培 養基 二於 テ

殆 ド全 ク相一致 セ リ(第V表)。 然 レドモ仔細 二

之 テ検 ス レバ、膿 テ除 ケル諸材料 二於 テハ硫酸

法 二依ル モノ登育幾分早 キテ認 ム(第VI表)。

而 シテ菌 ノ登育歌態 ハ、盛酸Pepsin法 二於 テ

ハ最初 ヨ リ苔状 二登育 シ來 ルモ ノ多 キニ反 シ硫
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第VI表

林 料 例鍛
硫 酸 法 盤 酸Pepsin法

陽性例数準均日敷陽性例鍛干均日藪

喀 疾 38 36 11.1 38 12.0

尿 6 5 14.4 5 15.8

膿 2 2 22.0 2 20.5

20.0

18.0

喀 血 2 2 19.5 1 .

粘血便 2 0 1

酸法 二於 テハ菌多敷 ノ場合 ニモ雲胡犬二登育 シ來

ルテ常 トセ リ.

雑 菌 ノ登 生ハ盛酸Pepsin法 二於 テ多 ク、Hohn

氏培 養 基 ハ爲 二其全面 ヲ被 ハ レ、 時二崩壊 テ見

ル コ トア リ、尤 モ本培養基 ハ硫酸法 二於 テモ不

純 二陥 ルコ ト少 カ ラズ、第IV表 第)㎝ 例 ・第

XXIV例 ノ如 キハ 全面雑菌 ノ侵 ス所 トナ リシモ

ノナ リ(一 般 二余 ノ揚 合 二 雑菌登 生多数 ナルハ

'材料探取 ノ方法 ニモ關係 スルモ ノナルベ シ)
。

之 テ要 スルニ、盤酸Pepsin法 ハ硫酸法 二比 シ

テ大 ナル遜 色無 キ ノ ミナ ラズ、寧 ロ之 テ凌駕 シ

得 ル コ ト明 カナ リ。

第 皿節 糞 便(普 通便 二於 ケノレ比 較)

余(5)ハ 曾 テ44例 ノ 患 者 糞 便 二 就 テ、盤酸 細 シテ乳剤 トナ シ、各規定時間塵置 ス。別 二検

Pepsin法 テ以 テ結核 菌分離 ラ行 ヒ、 内13例 二 鏡封照用 トシテ20%Antiformin液 二前同量

陽性 テ得 タ リ。 此陽性例 ・・必 ズ シモ腸結核 ノ合 ノ糞便 テ混加 シ、370.20時 間放 置 セ リ。

併 ヲ考 フベ キ者 ノミナ ラズ、消化可良、硬 度尋 培養基 ハ前節 二於 ケル ト同様 ナ リ。

常 ナル普 通便 ラモ含 メ リ。EPチ 肺結核患者ノ・、 其成績 ハ第V皿 表_示 セ リ。 即 チ7例 中盤酸

日常其 糞便 内二相當生活力 アル結核菌 テ排出 スPepsin法 陽 性2例 二封 シ、硫 酸法 ハ5例 二 達

ル モ ノナ リ・ シ且登育迅速 ナ リ。

然 レ ドモ此培養陽性率 ハ検鏡陽性率 二比 シテ甚 以上 ノ結果 ヨ リ観 レバ糞 便培養 ニハ硫酸 法適當

ダ低度 ニ シテ、検鏡強陽性 ニモ培養陰性 ナル コ ナ リ。尤 モ膿檬粘血便 二至 リテハ之 ラ喀疾 同様

ト少 カ ラザ リキ。依 テ硫酸法 二依 ル培養成績 テ ニ見倣 シテ不可 ナキ コ ト、前節 二記 シタルガ如

知 ラン ト欲 シ、弦 二再 ビ糞便 テ材料 トシテ雨法 シ。

ラ併試比較 シタリ。 而 シテ又表 二見ルガ如 ク、硫 酸法 二於 テモ雑菌

試験 ノ方法 ハ盛酸Pepsin液 及硫 酸(12%)テ 叢 生 多撒 ナル テ以 テ、且ohn氏 培 養基 テ以 テシ

各10蝿 宛滅菌試験管 二盛 リ、糞便塊 ノ中央部 テハ分離殆 ド不可能 ナ リ。

ヨリ約15白 金耳 テ取 リテ加 へ、 ヨク管壁 二磨

第V皿 表

NL 性状
Gaffky 第1法 第 ∬ 法 硫 酸 法

嚢1薩 川謬t' 乳 清1聴 乳 清1恥 ㎞ 乳 清1恥 ㎞

1 血性軟
便

皿 ⊥
1

皿
=

一
雑 ×1.無 ×2 一 無 ×2.雑 ×1 23×3 雑×3

2 軟 便 一 一
雑 ×3 40×1.雑 ×2 一 25×3 雑×3

3 普通便 皿 π 雑×3 雑 ×3 一 一 28×1.雑 ×2 i雑×3

4 ,, 1 1 1 雑×3 雑 ×3 一 一 雑 ×3 雑 ×3

5 ,, ,, ,, ,,
一 一 一 雑×3 20×2.雑 ×1 雑×3

6 ,, ,, ,, ,, 雑 ×3 雑 ×3 一 雑×3 雑 ×3, 雑×3

7 ,,
一 π H 29×2.雑 ×2 雑 ×3 32×2.無 ×1 雑 ×1.無 ×2 23×2.雑 ×1 19×1.雑 ×2

冒

註 。1.「 第1法 」、「aSll法 」トアル ノ・夫 々盤 酸Pepsin第1、 第 皿法 ノ略 、叉 「Anti法 」トアル ノ・An廿formin

法 ノ略。

2.Gaffkyノ ・各 方 法 ヲ以 テ慮 置 セ ル後 ノ同 號 数 ヲ示 ス 。
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第IV章 塵酸pepsin法 二依 ル培養 基 ノ研究

第1節 文獄拉 二圭要培養基 ノ分類

從 來 結 核 菌 培 養 基 ト シ テ 記 述 セ ラ レ タ ル モ ノ ハ

其 数 少 カ ラ ザ レ ドモ 、 近 來 迄 一 般 二 用 ヒ ラ レ タ

ル ハPetroff氏(6)ノ 培 養 基 ナ ル 〈ごク、 其 追 試 者

Keilty(7)(8),Stewart(9),Sweany-Evanoff'iw, 、

矢 部(11)・川 並(12)・野 竿(13)ノ諸 氏 何 レ モ 之 テ推 奨 セ

リ。 然 ル ニ佳 吉 氏(2)ハ 此 培 養 基 二 雑 菌 登 生 稀 ナ

ラ ザ ル テ難 ジ テGlyzerin・Kartoffelテ 用 ヒ、

更 二1926年 且ohn氏(3)(4)・ ・住 吉 氏 法 ノ追 試

二際 シ テLubenau氏 培 養 基 テ 改 良 シ テ 使 用

シ、 爾 來 多 激 ノ復 試 者 皆 之 二 倣 ヘ リ。 後 氏 働 ハ

更 二所 謂Z培 養 基 テ 作 リ。 之 二 依 リ テ菌 ノ登 育

日数 テ 短 縮 シ得 くご シ ト 構 セ リ、 相 前 後 シ テ

Petragnani氏c15〕,Sweany-Evanoff雨 氏(16)

L6wenstein氏1η 等 ノ考 案 相 織 ギ、 本 邦 二於 テ

モ 小 林 氏(18)・熊 谷 氏(19)等 ハ 、 其 結 核 菌 分 離 作 業

二 當 リ テ何 レ モ 新 ナ ル 培 養 基 テ作 リ テ使 用 セ

リ。 而 シ テ是 等 培 養 基 ノ優 劣 二 就 テ ハ 甑 二 幾 多

ノ比 較 報 告 ア リ、 即 チBlumenberg氏(20)ハ

Lubenau,1」ewintbal,Petroff,Petragnani諸

氏 ノ培 養 基 中 、Petragnani氏 法 テ最 モ 優 良 ト

認 メ、VanRiensdijk氏(21)ハCalmette,Dor-

set,Lubenau一 且ohn諸 氏 法 ラ 比 較 シ テ 後 者

テ推 シ、Bang-DschengLi氏 等,12乏ハLuben一

第 V田

au-Hohn,Petragnani氏 等 ノ培養基 テ推漿iシ、

Sweany-Evanoff氏 法 ハ遙 カニ之 二劣 ル モ ノト

ナセ リn又Pollak氏(23)ハL6wenstein氏 培 養

基 テ葺旦言式賞讃 セ リ。

本邦 二於 ケル報告 テ見 ルニ、佐藤氏燭 ハ多数培

養基 ラ比較 シタル結 果、Petragnani氏 培 養基

ノHohn氏 法 二勝 ルラ見、往 吉氏(25){26・モ前者 ノ

可 ナルテ認 メテ硫 酸法 ニハ之 ラ用 フベ シト云 ヘ

リ。張氏(2n、弓削 氏(28)等 ハ 且ohn氏 培 養基 テ

推漿 シ、又織 畠氏(29)、菅 居 氏(30)、植 田他2氏(3・)

等 ハ何 レモPetragnani氏 法 又 ハL6wenstein

氏 法 ノ卓絶 ラ認 メ タ リ.

余 ・・1928年 暮 以來 、牛乳 、孚L清、馬鈴 薯汁(齋

藤 氏(32))、枝 豆浸 出液 、玉蜀 黍 浸 出液、鱈魚卵

浸出液等 テ以 テ、Pe七roff氏 培養 基 二於 クル肉

水 二置換 シ、或 ・・又之 テ以 テGlyzerin寒 天 ヲ

作 リテ結核菌 ノ培養 テ行 ヒ、結 局乳清 ノ最 モ簡

易適當 ナルラ認 メ、依 テ乳 清鶏卵培養 基 テ製 シ

テ使用 シタ リ。當時之 ヲPetroff氏 培 養基 ト比

較 シタルニ、.菌嚢育 ノ確實、迅速 、旺盛何 レノ

鮎 二於 テモ優越 セル テ認 メ、第1同 報 告二其 庭

方 テ記載 シタ リ。然 レドモ廣 ク各種培養 基 トノ

比較 テ行 ハザ リシテ以 テ、此度更 メテ孚購 培養

表

培養基 鰍

Petroff 1

、4 林

)者著献職

　　ユnanσbar
teP

■
需

層
■■
■
■■冒
■
■置
」「

L6wenstein

熊谷(鈴木)

lH・hn

1

1

皿

ll

∬

皿

基 汁

肉冷浸液

合 成 液

乳 清

牛 乳

合 成 液

銀杏浸出
液
Giyzerin。

Bouillon

基鵬 卵混合比 添 加 牢刎

1:2

,7

基 汁150.全 卵
45.夢N黄1ケ

基 汁100.全 卵
45.9P黄1ケ

1:3

澱 粉 、馬 鈴 薯 、
Pepton

澱 粉

Pepton

色 素 1登 蓑脚i
Gentianaviolett(1:10000)

,,

Malachitgrtin(約1:1500)

CongorotoderMalachitgrUn

(約1:3000)

Gentianaviolett

(約1:10000-5000)

1915

1929

1930

1932

1926
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基 テ上述諸 培養 基 ト比 較 シ、以 テ盤酸Pepsin

法 二最 モ適當 ナル者 テ得 ンコ トテ企 テ、弦 二分

離 用培養基 二就 テ聯 力基礎的 系統 的研究 テ行 ピ

タ リ。以 下其成績 テ記述 スベ シ。

今、以上 ノ培養基 ラ通賢 スルニ、是等 ハ何 レモ

鶏卵 テ主成分 トシ、各 異 リタル基 汁(Stamm16'

sung)二 鶏 卵 テ種 々 ノ比 二加 へ、更 二Pepton,

Glyzerin,色 素 等 テ加 ヘタルモ ノナ リ。是等 ノ

關係 テー括 シテ示 セバ第V皿 表 ノ如 シ。

此表 二 依 ル ニ、是 等培養基 ハ從來 主 ト シ テ

Petroff氏 二從 ヒテ作 ラレ、近來 二至 リテPet-

ragnani氏 二倣 フ傾 向 ラ示 セ リ。余 ハ便宜上前

者 テ第1系 統 、後者 テ第ll系 統 ト分類 シ、而 シ

テ 且ohn氏 培 養基 ラ第 皿系統 トナ セリn

第 皿節 第1、 第 皿雨系統 ノ比較

第1系 統 二於 テハ輩 二基 汁 二鶏卵 テ加 フル'二過

ギザルモ、第 皿系統 二於 テハ基汁 二澱粉等 テ添

加 シタル上、4個 ノ全卵及1個 ノ卵 黄 テ混和 ス

ル鮎 テ特長 トス。

余 ガ以上 ノ雨系統 テ分 テルハ、此基汁 ト鶏卵 ト

ノ混合方法 ノ差 二基 ヅケルモ ノナ リ。 依 テ此鮎

ラ比較 セ ン トシ、乳清 テ基汁 トシテ夫 々各系統

ノ製 法 二則 ル次 ノ培養基 ラ作 レリ。

培養基1

孚L清(pH.6.3)100.0

全 卵200.O

GIyzerin(price)9.0

1%Gentiana-violett水 溶 液3・0

第IX表 其1

Gaffkyl培 養 基 ・1 陪 養基皿

同 皿

孚L清(pH・6・3).15り ・o

可 溶 性 澱 粉(Merck)6.0

全 卵+個

卵 黄1個

Glyzerin(price)12.0

2%MalachitgrUn水 溶 液5.0

(製法 ハ植田他2氏(3D二 嫁 ル)

材 料庭置 ノ方法 ハ盤酸Pepsin第1法 テ用 ヒ、

10例 ノ喀疾 二就 テ雨培養 基 テ比較 シ、第IX表

其 ⊥ノ成績 ヲ得 タ リ。

即 チ菌褒育 ノ迅速、雑 菌 ノ抑制 ノ何 レニ於 テモ、

培養基1二 於 テ成績可良 ナル テ見 ル。

次 二培養,基1、 皿 二於 ケル色素 テ交換 シタル培

養基 ラ作 リ、前 同様10例 ノ喀疾 二就 テ比較 シ

タルニ、第IX表 其2二 示 セルガ如 ク、川畑抑

制 ノ鮎 ヲ除 キテハ第1系 統 二從 ヘル方成績優 良

1 v皿 13×315×3

2 IV 9×2.川 火田×2.雑 ×1川 火田×3

3 IV 10×3.川 畑 ×3川 畑 ×3

4 IV 10×310×2.雑 ×1

5 V皿 11×2.索 匡×1雑 ×3

6 IV 9×39×3

7 皿 雑 ×3雑 ×3

8 VI 10×310×3

9 一 一 一

10 一 一26×1
.無 ×2

第IX表 共2

Nr.

1

2

3

τ
了
T
7

丁
下
τ

Gaffky

V皿

Vll

皿

I

V

IV

V皿

VI

VI

VI

1系 十 皿系 色 素

11×3

11×2.雑x1

12×3

14×2.雑 ×1

13×3

川 畑 ×3

11×3

川 畑 ×3

10×3

10×3

皿系 十1系

色 素

11×3

11×3

12×3

14×3

13×3

川 畑 ×3

12×3

9×2.川 畑 ×

11x3

12×3

ナ リ。即 チ同表其1ノ 成績 ハ軍 二色素 ノ差異 ノ

ミニ基 ヅ クモ ノニ非 ザルテ知 レリ.之 テ以 テ観

レバ、基汁 ト鶏卵 トノ混合方 法 二於 テハ、第 皿

系統 二勝 ル所 無 シ。然 リ トス レバ、複雑 ナル前

者 ヨリ簡輩 ナル後 者 ヲ以 テ實際 的方 法 ト云 ハザ

ルベカ ラズ。

第1、 第 皿 雨系統 ノ比較 二就 テハ既 二小 林氏 ㈹

ノ實瞼 アリ、 且余 ノ経験 二徴 スルモ第1系 統 二
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比 シテ利盆 アルテ認 メザ リ キ。 尤 モHohn氏

ノ如 クLiebigテ 基 汁 トスル場 合 ニハ、恐 ラク

第 皿系系 二從 フテ可 ト信 ズベ キ理 由 アル モ、 此

鮎 ハ他 ノ機 會 二論 ズベ ク、弦 ニハ其比較實験 テ

省略 セ リ。

即 チ基汁 ト鶏卵 トノ混 合方法ハ、基 汁 トシテ肉

汁 ヲ用 ピザル限 リ、第1系 統 二從 フベ キモ ノ ト

信 ズ。

第皿節 基汁ノ比較

結核 菌培養基 二於 ケル基 汁 ノ意 義 ハ、軍 二主成

分鶏卵 ノ稀繹 液 タル ニ止 マラザルハ明カナ リ。

何 トナ レバ、Petroff氏 培 養 基 二於 テ其基汁 肉

水 二代 フルニ水 道水 テ以 テス レバ、菌登育 ハ極

メテ邊延微弱 トナ レバナ リ。又、幅 富氏圃 ・・馬肥

草葉 浸出液 ヲ肉水 二代用 シテ各種病原菌 ラ培養

シ得 タルモ、結核菌 ノミ・・登育不良 ナ リシ ト云

ヘ リ。余㈹ モ曾 テ所謂味噌液 テ以 テ各種細菌培

養=シ、其叢育 ノ肉水 二劣 ラザル テ認 メタルモ、

之 テ基汁 トスル鶏卵培養基 二於 テハ、結核菌 ノ

登育 ハ殆 ド之 テ見ル コ ト能 ハザ リキ。

即 チ基汁 ノ結 核菌獲育 二封 スル意義亦重大 ナ リ

ト云 フベ シ。

而 シテ前節 二述 ベ タルガ如 久 第1、 第II雨 系

統 二於 テハ基汁 ト鶏卵 トノ混合方法 二格別 ノ差

異無 キテ以 テ、雨系統所属培養基 ノ優劣 ハ其 基

汁 ノ優劣 二係 ルモ ノ ト考 ヘテ可 ナ リ。依 テ余 ハ

是等基汁 ノ比較 テ企 テ、次 二列塞 スル撒種 ノ基

汁 テ探 リテ各別 二培養基 テ作 リ、同一材料 ヨ リ

分離培養 テ行 ピタ リ。

基汁次記 ノ如 シ。

1.孚L清(著 者)pH.6.3

余 ガ初 メ乳清 テ選 ビタルノ・、牛乳其物 ラ用 フル

時ハ培養基面 二脂肪 テ俘游 セ シムル不利 アル ニ

依 レリ.

2.自 然 酸性Liebig-Bouillon(Hohn氏)

P且5.8

3.L6wenstein氏 合 成液(L6wenstein氏)

P且5.6

合 成 液 ノ代 表 トシテ選定 セリ。 小林氏合成液㈹

ハ其組成更 二簡軍 ナ リ。張 氏⑳ モ合成液培養基

ラ作 リタルモ之 ハ成績不 良 ナ リシ ト云 フ。

4.銀 杏浸 出液(熊 谷 氏)pH6.1

特 殊 ノ基汁 トシテ選 定 ス。其 製法 ハ原著者 二從

ヘルモ、銀 杏ハ肉挽 キテ以 テ細挫浸 出 ス レバ泥

状 トナ リテ使用 二堪 エズ、余 ハ小刀 ラ以 テ細切

シタル上浸出 セ リ。

5・ 玉蜀黍浸 出液(著 者)pH4・3

之 モ特殊 ノモ ノ トシテ選定 セ リ。

食用玉蜀黍 テ剥皮 シ、大 根卸 シラ以 テ播 潰 シテ

泥状 トナ シ、之 二10倍 量 ノ水 ラ加 ヘテ100・.1

時 間浸 出 シタル上、布 ヲ以 テ濾過 ス レバ乳様液

テ得。余 ハ1928年 其 此液 ガ結核 菌培養基原料

トシテ頗 ル好適 ナル ラ登 見 シタ リ.

弦 二用 ヒタルハ、乾燥玉 蜀黍實 テ粉末 トナ シテ

貯藏 セルテ加熱浸 出 シタル液 ニ シテ、前者 二比

シテ梢 丸高 キ酸 性テ示 セ リ。

培養基 ノ組成及滅菌 ハ次 ノ如 クー定 セ リ。

1.組 成

基 汁100.0

全 卵200.O

Glyzerin(price)9.0

1%Gentiana-violett水1容 液3.0

2.滅 菌

第1日 ・850.50分

第 皿日800.40分

第 皿日800.40分(凝 結水加 入)

從 來 滅菌 ノ温度及時間ノ・著 者 二依 リテ異 ナ レド

モ、75-850.40-60分 ラ普通 トス。

石川 氏岬 ノ・goo・60分 ラ用 ピタ リ。事 實低 温少

時間 ノ滅菌 ニテハ、凝固不 十分 ニ シテ材料塗抹

二當 リテ不便少 ヵ ラズ
。余 ハ彼 此斜酌 シテ上述

ノ形式 二依 リタ リ。

而 シテ凝結水 ノ添加ハ 且ohn氏(4)ノ 主 張 二從

ヘルモ ノら シテ
、之ハ何 レノ培養 基 二於 テモ必

要 ナル操作 ナ リ ト信 ズ。凝結 水 ト シ テ ハ3%
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Glyzerin-Liebig-Bouillonテ 用 ピタ リ
。

術 基汁 ノ水素Ion濃 度 ハ各基汁其 儘 ト シ テー

定 ニセザ リシモ、玉蜀黍浸 出液 ノ ミハpH6.3

二修 正 セ リ
。

出來 セル培養基 ノ性 ・・Hohn氏(4)二 從 ヒテ測

レリ。EPチ 生理的 食盤水1.50妬 二培養 基(凝 同

前)2滴 ヲ加 ヘテ振盈 シ、之 二就 テCompara-

tor(安 藤 、中村雨氏)テ 以 テ測 定 ス。之 ハp且

6.0-6.8ナ リキ。

試瞼 ハ10例 ノ喀疾 テ用 ヒ、盤酸Pepsin第1

法 ラ以 テ虎置 シ、各培養基各3本 宛(第X表 皿、

IV、V皿 ノ各例 ハ2本 宛)二 可及的等量 テ塗布 シ

培 養 セ リ。其成績 ハ第X表 二示 セルガ如 シ。

今 此表 二依 リテ、各培養=基二於 テ最 モ早 ク菌登

育 テ認 メ得 タル 日激 テ合計 ス レバ、乳清123日

(10例)、Bouillon155日(10例)、L6wenstein

氏 液112日(10例)、 玉蜀黍浸 出液105日(9

例)、 銀杏浸液112日(6例)ト ナ リ、卒均 夫 々

12,3,15.5,11・2,11・7,12,4日 ト ナル。

即 チ登育迅速 ナルハL6wenstein氏 液 テ第一一ト

シ、玉蜀黍液 及孚L清之 二 亜 ギ、Bouillon最 モ

第X

劣 レリ.

菌 登育 ノ歌態 ハ多 クハ苔歌 テ示 セルモ、其著明

ナルハL6wenstein氏 液 、孚L清、玉蜀黍液 ノ順序

ニ シテ、銀 杏液 及Bouillonハ 是 等 二劣 リ黒胡犬

登育 テ示 セル コ ト少 カ ラズ、殊 二Bouillon二

於 テハ辛 ウ ジテ登育 セ ル ガ 如 キ場合 アルテ見

タ リ。

無菌 二終 レルモ ノノ・乳 清、Bouillon、 玉 蜀黍液

各1本 、 銀杏液2本 ニ シテL6wenstein氏 液 ニ

ハ之無 シ。

即 チL6wenstein氏 液 ノ・菌登 育 ノ確 實、迅速 、

旺盛 ノ3鮎 二於 テ最 モ卓越 シ、乳 清 モ之 二及 バ

ザ ルラ知 リタ リ.之 二亜 ゲ ル ノ・玉蜀 黍液 ニシ

テ、熊谷 氏 二依 リテ推奨 セ ラレタル銀 杏浸出液

ハ、此試験 二於 テハ サシテ優 良 ナ ラザル結果 テ

示 セ リ。Liebig-Bouillon二 至 リテノ・最 モ劣 リ、

殆 ド使用 ノ債値無 キモ ノ・如 シ。

之 テ要 スル ニ、盤酸Pepsin法 二最 モ適 當 セル

培養基汁 ハL6wenstein氏 液 ナ リト云 フベ ク、

余 ハ今後乳清 テ慶 シテ此液 テ探 用 セ ン トスル者

ナ リ。

表

Nr. Gaffky 乳 清 Bouillon
L6wensteins

Stannul6s㎜9
銀 杏 液 玉 蜀 黍 液

1 IV 15×3 17×1.8×2 14×3

8×3

15×2.雑 ×1 14x2.16×1

2 V皿 9×1.11×2 10×2.13×1 10×2.11×1 8×3

3
}一 一}

4
_-

5

V皿 14×2 18×1、20×1 12x1.14x1 13×2

一

13×2
一

VI 9×2 13×2 8×1.9×1 9×1.13×1 9×2

V皿 17×3 19×3
」【

16x1.17×2 19×1.25×2 15×3

6 IV 9×3 15×2.雑 × 玉 9×3 9×3 9×3

7 皿 14×2 18×1、20×1 14×2 雑 ×2

}-

14×2
一 幽 一

8 皿

V皿

14×3 16×3.雑 ×1 13×3.雑 ×3 15×3.雑 ×1 13x1.14×1.16×1,雑 ×3

9 10×3 11×2.12×1 9×3 10×2.14×1 10×3

10 V皿 12×2.征 ×1'・●、 、9× 、20× 、。鉦 × 、19×2.10×1
6● ●、 12×1.無x2

『,

雑 ×2.無 ×19圏 闇L圃一 コ6■■睡釦■■■■■1■■■■■■一 '閣 ■L

註 。 第3、4、7ノ 各 例 二於 テ ・・培 養 基 各2本 宛 用 フ。

第IV節 培養基 二加 フベ キ色素 二就 テ

結 核菌培養基 二色素 テ加 へ以 テ雑菌 装生 テ防止

セ ン トスルハ、Petroff氏 以來 一般 二行 ハル ・

所 ナ リ。住 吉氏 ②ハ硫 酸法 ハ雑 菌 ノ滅殺 十分 ナ

ル ヲ以 テ、培養基 二色素 ラ加 フル要 テ見 ズ ト構

セルモ、清水、松澤雨 氏(3η、Corper-Uyei雨 氏

㈹等 ノ如 ク其追試 二當 リテ色素加培養基 テ用 ヒ

シモ ノ少 カラズ、殊 二近來硫酸 法 二於 テモ、硫

酸 ノ濃度 テ低下 シテ結核菌 二封 スル影響 テ輕減
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セ ン トス ル 傾 向 ア リ
、 爲 二生 ゼ ン ト ス ル 雑 菌 ハ

之 テ培 養 基 中 ノ色 素 テ以 テ抑 止 ス ル ノ策 テ取 ル

事 多 シ。(細 川 氏1/30,)

盤 酸Pepsin法 二 於 テ ノ・川 畑 菌 テ殺 菌 シ得 ザ ル

ラ 以 テ、 色 素 二 依 リ テ其 登 育 テ制 止 ス ル ハ必 要

訣 ク可 カ ラ ザ ル 事 二属 ス。

Petroff氏(6)ノ 塞 ゲ タ ル 色 素 ハ、Gentiana-vio-

lettノ 外 、Krystal1-violett,Methy1-violett
,

Fuchsin等 ナ ル モ 多 ク ノ 著 者 ハGentiana。

violettテ 用 フ。盤 酸Pepsin法 二 於 テKrystall-

violett加 培 養 基 テ用 フ ル 時 ハ 、 菌 ノ登 育 遅 延

シ且僅 微 トナ ル 恐 レ ア リ、 余 ハ 專 ラGentiana-

violettテ 用 ヒ 來 レ リ。

然 ル ニPetragnani氏(15)ハ 色 素 ト シ テMala.

chitgrUnラ 用 ヒ、L6wenstein氏(mモ 此 色 素

力 又 ・・Congorotラ 使 用 セ リ。Russew氏 「4・)、

Busson氏(41;:Ilil;ハCongorot二 賛 セ ル モPollak

氏 「23)ハMalachitgrUnテ 可 ト シ、 本 邦 二 於 ク ル

追 試 者 モ 亦 飯 淵 氏(12)ノ 外 ハMalachitgrUnラ

用 ヒ タ リ。 又 原 田 氏 ㈹ ・・此 色 素 テDorset氏 培

養 基 二 加 ヘ テ 好 結 果 テ得 タ リ ト云 ヘ リ。

而 シ テWalters-Dehmel雨 氏(44)二 依 レ バ 、

Malachitgrifn輩 二雑 菌 防II:ノ 数 ア ル ニ1ヒ ラ

ズ 、 此 色 素 ノ存 在 ハ容 易 二結 核 菌 菌 型 テ判 別 セ

シ メ得 ル モ ノナ リ ト云 フ。

此 ノ 如 ク 現 今 結'核 菌 培 養=基 二 用 ヒ ラ ル ・色 素

ノ、、Gentiana-violett及malachitgrUnテ 主

トス 。 鄙 チPetroff氏 以 來 ノ第1系 統 培 養 基 ハ

絡 テ 前 者 テ用 ヒ、Petragnani氏 以 來 ノ第 皿 系

統 二 於 テ ハ 大 部 分 後 者 テ 用 ヒ タ リ。

弦 二余 ノ興 味 テ 引 ケ ル ハ 戸 田 氏 ㈹ ノ記 載 ナ リ。

即 チ 氏 ハ種 々 ナ ル 色 素 ノ抗 酸 性 菌 畿 育 二及 ボ ス

影 響 ラ検 ス ル ニ際 シ、 酸 性 色 素 二属 ス ルNap-

hthalin,gelbガ 結 核 菌 殊 二人 型 菌 二封 シ テ毒、性

僅 少 ナ ル テ認 メ、 此 色素 ハ結 核 菌 分 離 培 養 基 二

利 用 シ得 ベ シ ト稔 セ リ。 余 ハ此 記 述 二 基 ヅ キ、

此 色 素 テ盤 酸Pepsin液 二加 ヘ テ 川 畑 菌 ノ滅 殺

ラ 圖 リ シ コ ト ア ル モ 、 此 液 中 二於 テ ハ 色 素 ノ殺

菌 トPepsinノ 消 化 力 トハ 相 互 二滅 殺 サ レ、 目

的 ラ達 セザ リキ。唯之 ラ培 養基 二加 ヘ テ果 シテ

氏 ノ云 フガ如 キ数果 テ見ル ヤ否 ヤニ就 テハ、未

ダ實験 ノ暇 ナ ク シテ今 日二及 ベ リ。

玄玄二於 テ今同、Gentiana-violett,Malachitgr。

Un,Naphthalin-gelb/3色 素 二就 テ其優劣 テ

比較 シタ リ。其成績以下 二述 ブルガ如 シ。

第1項 水溶液 ト酒精溶液 トノ比較

Petroff氏 〔6)ハGentiana-violettラ1:10000ノ

割 二其培養基 二加 フル ニ當 リ、其1%酒 精溶液

1・0耗 テ培養基100・0耗 二加 フル 方法 テ探 レ

リ.此 方法 ハ今 日尚一般 二踏襲 セラル。之 二反

シ余 ハ同氏 二倣 ヘル余 ノ培養 基 二於 テ、色素原

液 テ水溶液 トナ シテ旧 ピタ リ。

依 テ弦 二先 ヅ雨種原液 テ比較 スル コ ト次 ノ如

シ 。

培養基 ハ次 ノモ ノテ用 フ。 似 下 之 ヲ基礎培養

基 ト呼 ブ)

L6wenstein氏 液100.0

全 卵200.O

Glyzerin(price)9 .0

之 一Gentiana-violett(GrUbler)ノ]%水 溶 液

及酒精溶液 テ各別 二3.0耗 加 フ。此 時前者 ノ・帯

紅紫色 ヲ呈 スル ニ反 シ、後者 ハ寧 ロ帯 紫紅色 テ

呈 セリ。凝 固ハ雨者 トモ差 ナク、850・50分 ニ テ

十分 ナ リ。

次 二菌登育 二封 スル影響及 雑菌制 止能 力 テ10

例 ノ含菌喀疾 二就 テ検 スルニ、第XI表 二示 セ

ルガ如 ク、水溶液培養、基二於 ケル卒均嚢育 日数

第XI表

Nr.

1

2

3

4

5

ρ
U

「
ケ
`

8

9

10

Gaffky

V皿

V皿

V皿

IV

皿

塑

W
皿

X

V皿

水 溶 液I

l3×1.15×1.鉦 ×1

9×3

11×3

10>く1.16×2

11×3

9>〈1.10×2

11×2.14×1

11×1.14×1.17×1

9×1●12>〈1.15×1

9×1.13×2

酒 精 溶 液

11×1・15×1・ 無XI

10×2・ 無 ×1

le×2.11×2

10>く1.12×2

川 畑 ×3

8×1_9×1.豪k#×1

8×1.11×2

14×1・17×2.川 畑 ×3

9×3

9×1・ 川 畑 ×1・無 ×1
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10・3日(10例)二 封 シ、酒精溶液9.9日(9例)

ニ シテ後者僅 二早 キモ
、川畑菌 二封 スル制止力

ハ水溶液 強 ク、從 ツテ培 養 ノ確 實性 ハ水溶液 二

於 テ勝 レリ.

即 チ培養基 二加 フル色素 ハ、其原液 テフ蝿容液 ト

ナスベ キモ ノナ リ。

第 皿項MalachitgrUn及Naphthalingelb

ノ有 赦 濃度

結核菌 培養基 二加ヘ ラル ・MalachitgrUnノ 濃

度 ・・=著者 二依 リテ異 ナ リ、前 記原田氏・・1:1250

-1700ノ 割 二
、Petragnani氏 ・・約1-1500ノ 割

二、L6wenstein氏 ハ約1:3000ノ 割 二用 ピタ

リ。住 吉氏⑳ハ硫 酸水 ノ濃 度 二從 ヒテ、色 素濃

度 ヲ約1:580-1160ト ナ ステ可 ト信 ジタ リ。

而 シテ盛酸Pepsin法 二於 テハ、1:3000ノ 濃 度

ニ テハ川畑菌 デ制 止 シ得 ザ,レコ ト、本章第 皿節

ノ實験 二依 リテ明 カナ リ。

又Napethalin-gelbノ 濃 度 二就 テ・・、戸田氏㈹

ノ・其1%水 溶液 ラ逓檜 的 二寒 天培養基100.0耗

二加 フルニ、8.0耗(1:1250)二 於 テモ結核 菌ハ

ヨク登 育 シ、雑菌 ハ強 ク其登育 テ阻 止セラル ・

ヲ見 タ リ ト云ヘ リ。

一 般 三 色 素 ノ菌 登 育 阻 止乃至 清毒作 用ガ其

Medium二 依 リテ大 差 ヲ示 スハ周知 ノ事實 ニ シ

テ、蛋 白質 ノ存在 二於 テハ其作用 ノ減弱 ラ見ル

第 XII

コ ト多 シ。(之 二就 テ ハ 最 近西山氏㈹ ノ實験 及

文獣記載 アリ)現 二Gentiana-violett二 就 テ余

ノ検 セシ所 二依 レバ、Glyzerin寒 天 二於 テハ

1:100000ノ 濃 度 ニテ全 ク川畑菌 ヲ'登育 セシメザ

ル モ、鶏卵培養基 二於 テハ1:10000二 於 テ爾且

之 ヲ完全 二阻 止 スル コ ト能 ハズ。

故 二MalachitgrUn及Naphthalin-gelbテ 余

ノ分離 用培養基 二加 フルニ當 リテハ、豫 メ其幾

何 濃度 二於 テ彼 ノ川畑菌 テ阻 止 シ得 ル ヤテ検 セ

サル ベヵラズ。依 テ豫備試験 トシテ、雨 色素 ノ

川畑 菌 二封 ス ル 有数濃度 テ次 ノ如 ク シテ検 セ

リ。

].培 養 基

1・ 基 礎培養 基(第1項 所載)pH6.7

液氏n

)

d

ー

㏄

　

黙

ゆ

鱒㎝

鼠

血

天

L

切

㏄

P

y

監

恥

α

寒

2.色 素加入方法

1000.0

10.0

30.0

20.O

P且6.7

Naphtbalin-gelb(Merck)ハ3.3%及2%水 溶

液 テ原 液 ト シ、MalachitgrUn(GrUbler)ハ1%

水 溶 液 テ原 液 トナ ス。

之 ヲ培 養 基 二 加 フ ル ニ ハ 、 例 ヘ バNaphthalin-

gelb1:300ノ 場 合 ニ へ 培 養 基90.0耗 二3・3

表

i色 素
Naphthalingelb 封 照 Malachitg而n

1"卜
＼ 濃

、 気 客
1:300 1:500 1:1000 0 1:1000 1:1500 1:2000

無塵置菌液
Il壬 十十(と1)… 十十十(24・)1 珊(24) 柵(24) 一 一 一

Hl"{,, ,, ,, ,, ,, ,,

庭 置菌 液
1一 斗一(ご皇)。十十、こ18)十(24)● 十十(48) +(z4)・ ・H㈹ +(24)・惜 ㈹ ,, ,, ,,

∬ ,, ,, ,, ,, ,, ●D ,,

友 田喀 疾
1 +(磐) 十(磐) +(49) 督(24) ,, ,, ,,

∬ ++(24) ++(24) ・H(24)
,, ', ,, ,,

i
川 島喀 疾

1 ,, ,, ,, ,, ,, ,, ,,

n ,, 1,, ,, ,, ,, ,, ,,

註 。 括 弧 内 ノ数 字 ・・培 養 時 間 ヲ示 ス。 一 ノ・1週 間 ヲ通 ジテ骸 育 セ ザ リシ ヲ示 ス。
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%原 液10・0耗 ラ加入 シ、其他 モ総 テ之 二倣 へ 其結核菌 二封 スル影響 ハ如何。 之 テ前項實験2

リ。 例 ノ喀疾 二就 テ見 ルニ、1:1000ノ 濃度 ニテノ、結

3・ 試験 材料及方法 核菌 ノ獲 育梢 ≧不 良 ナル モ
、1:2000ニ テノ・頗 ル

川畑菌(友 田株)ノ 普通寒天新鮮20時 間培養 ヨ 可良 ナ リ。 即 チ余 ノ培 養基 二此色 素 テ加 フル ニ

リ・1・0娩 二5・0殖 ノ菌a含 ム食盤水俘游液 テ ノ・、1:2000ノ 濃 度 ヲ最 モ適當 トス。

作 ル。此菌液1・0蝿 ヲ堅酸Pepsin液10.0耗 依 テ]:2000MalachitgrUn加 培 養基 ヲ、從來

二加 へ370・20時 間塵 置 シタルモ ノ ヲ塵 置菌液 用 ヒ來 レル1:10000Gentiana-viole枕 加 培養

トナ シ、菌液1.0耗 ラ食藍水10.0耗 二加 ヘ タ 基 ト比較 シタリ。 ●

ルモ ノラ無塵 置菌液 トナス
。 即 チ堅酸Pepsin第1法 庭 置 ノ喀疾 ラ、次 ノ各

別 二確實 二川畑 菌 テ 含 ム2例 ノ喀 疾 ヲ 監酸 培養基 二塗布 培養 セ リ.

Pepsin液 テ 以 テ慮 置 シ、是等4種 ヲ可検材料1,基 礎培養基100.0

トナ セ リ。1%Gentiana-violett水 溶 液1 .0

上 述 各培養基 二右可検 材料2白 金耳宛塗布 シ、n.基 礎 培養基100.0

総 テ封臆 シタル上艀卵器 二納 メ、1週 間 二亙 リ5%MalachitgrUn水 溶 液1.0

テ川畑 菌 ノ登 育 テ検 ス。 皿.基 礎培養基(封 照)

試 験 ノ結果 ・・第X皿 表 二示 シタ リ。自PヂNap一 其 成績 ・・第X皿 表 二見 ルガ 如 ク
、培養基ll二 於

hthalin-gelb・'Mediumノ 寒 天 タル ト鶏卵 タ テハ登育迄 ノ卒均 日婁機 分少 ナキモ
、川畑菌 ノ

ル トテ問・、ズ・1:300ノ 濃 度 二於 テ爾川畑菌 ヲ 登生 ハ培養基1ヨ リ多 シ
。封 照 皿二至 リテノ・雑

抑止 スル コ ト能 ハザル ニ反 シ、MalachitgrUn菌 登 生多数 ナル ノ ミナラズ、登育 日撒 二於 テモ

ノ、1:2000ニ シテ ヨク該菌防止 ノ数 テ奏 セリ
。 寧 ロ前雨者 二劣 レルガ如 シ。

此實験 二依 リテ・Naphthalin-gelbハ 盤 酸Pe一 之 ラ以 テ観 レバ、Gentiana-violett ,Malacbitg-

psin法 培 養 基 二・'使用 シ得 ザル モ ノト認 メタrifnノ 何 レニモー長一短 アリ、{我二其優劣 糊

リ。 ジ難 シ。後者 ノ鋏鮎 ハ川畑菌 二封 スル制止能 力

第 皿項Gentiana-violett加 及 ノ劣勢 ナルニアルモ、 之 トテ時 二該 菌 ノ侵襲 テ

Malachitgrifn加 培 養基 ノ比較 発 ガ レ得 ザル程度 ニ シテ
、 爲 二結核 菌分離 二支

MalachitgrUnテ 鶏 卵培養 基 二加 ヘ タル場合、 障 テ來 サ ・"ルテ以 テ、寧 ロ前者 ヨ リ有利 ナルベ

第X皿 表

Nr. Gaffky
睡 酸Pepsin第1法 盤 酸Pepsin第 皿 法

培養基1 培養基∬ 培 養基 皿
一

培養基1 培養基π 培養基皿
1 V皿 8×3 8×3 8×1.雑 ×1.無 ×1

2 1V 8×3 8×3 雑×3 10×1.12×2 9×1.10×2 10×3.雑 ×1

3 X 12×3 10×1.11×2 10×1.12×1.雑 ×1

4 H 25×2 13×2 一
一

5 VI 15×1.無 ×1 15×1.無 ×1 】5x1.18×1 17×1.19×1 17×2 17×2

6 V旺 8×3 8×3 8×2.i雑 ×1 8×3 8×3 18×1.雑 ×2

7 町 16x3 16×3 17×2.雑 ×1

8 X 一 6×3 6×3 川畑×3

9 IV 8×3 9×3.川 畑 ×3 川畑×3

10 IV 11×3 10×3.川 畑x3 川畑×3
6

註。第4例 ハ各培養基2本 ヲ用 フ。
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シ。余 ハWalters-Dehmel雨 氏(49ノ 提 唱 テモ

顧 慮 シ、余 ノ培養基 二加 フベキ色素 トシテ、更

メテMalachitgrifnテ 探 用 セ ント欲 ス。

爾此試験 二於 テ少撒例 二盤酸Pepsin第ll法 テ

第V節

本章記載 ノ諸 實験 二依 リ、盤酸Pepsin法 二於

ケル培養基 ハ、下記 ノ如 ク作製 スル テ最 モ適當

ト認 ム。

1.組 成

L6wensteinscheStamm16sung100.0

鶏 卵(全 卵)

Glyzerin(price)

5%MalachitgrUn水 溶 液

2.滅 菌

第1日850・50分

第 皿 日800・40分

第 皿 日800・40分(凝 結 水 加 入)

L)OO.0

9.0

3.0

L6wenstein氏 基 汁 ハ大禮同氏 ノ庭、方(ID=從 フ、

即 チ次 ノ如 シ。

併用 シタ リ。此 場合 ハ明 カニ培養基第 皿二於 テ

成績 可 ナルテ認 メタルモ、 依然第1法 テ凌 グコ

ト能 ハザ リキ。

小 括

第1燐 酸加里(Merck)

絢 儲 酸 曹 達(")

硫 酸Magnesium("♪

Asparagin(")

水 道 水

1.0

1.0

1.0

3.0

1000.0

尤 モ此虎 方 ハ世外迂人氏鋤 ノ云 フガ如 ク、全然

改良 ノ蝕 地無 キモ ノニ ハ 非 ザ ル ベ ク、現 一一

L6wenstein氏 ㈹ 自身 ノ最近記載 シタル所 二見

ルモ、相當 ノ憂改 ヲ加 ヘ タルモ ノ・如 シ。

此鮎 ハ今後 ノ研 究 二待 タン トス。

又右基 汁ハ梢 ≧高度 ノ酸 性テ示 ステ以 テ、pH

6.3前 後 二修正 スル テ可 ト信 ズ。 注加 スベ キ凝

結 水ハ滅菌3%Glyzerin-Bouillon又 ノ・同3%

Glyzerin-L6wenstein-L6sungテ 用 フ。

第V章 総括虻呂結論

以 上敷章 二亙 リテ記 述 セル所 テ総括 シ且結論 ス

ノレコ ト次 ノ女ロシ。

1.盤 酸Pepsin法 二於 ケル各種條 件 二改良 ノ

飴 地無 キヤ否 ヤニ 關 シ、2、3ノ 補 遺的實験 テ

行 ヒタリ。 其 主ナル目的 ハ同法 二於 ケル材料庭

置時間 ノ短縮 テ囲 ルニ アリタ ルモ・之 テ達 シ得

タル方法即 チ500水 溶 法 二於 テハ、結核 菌 ノ獲

育不能 ナル カ又 ハ極 メテ不良 ナ リ。女此實験 系

於 テ、Pepsin濃 度 ・・可 及的低 キ ヲ 可 トスル事

實 テ明 カニ シタ リ。

之 二依 リテ盤酸Pepsin法 二於 ケル諸條件 ハ・

第1同 報 告所載 ノモ ノ自Pチ下記 テ最 モ適當 ト認

ムo

parke・Davis肚 製 穎粒歌Pepsinテ1:3000ノ

割 二、0.5%局 方 盤酸 水 二溶解 ス。此液 ラ培養二

材料 ノ約10倍 二加 へ、370.20時 間 ←一夜)腿 置

スo

2.堕 酸Pepsin法 テ硫酸法 二比較 シタル成績

ノ、、菌褒育 ノ迅速 ナル鮎 二於 テ後者勝 レ、其確

實、旺盛 ナル鮎 二於 テ前者勝 レタ リ。 印 チ盤酸

Pepsin法 ・・硫 駿法 二比 シテ大 ナ ル遜 色無 久

加 之明 カニ之 テ凌駕 シ得 ル鮎 ア リ、從 ツテ有力

ナル結核 菌一新分離 法 タルテ確 信 ス。

3.盤 酸Pepsin法 ヲ以 テ結核 菌培養基 ノ基礎

的系統的研 究 テ行 ヒタリ。

自ロチ培養 基製 造 二於 テ行 ・・ル ・Petroff氏 法(第

1系 統)トPetragnani氏 法(第 皿系統)ト テ比

較 シ、前者即 チ基汁 ト鶏卵 トノ混合 テ1:2ノ 比

ニ スル方法 テ有利 ト認 メタ リ。

次 二各種 基汁 ヲ比較 シテL6wenstein氏 基 汁

ノ最 モ優秀 ナル テ 認 メ、更 二色素 テ比較 シテ

MalachitgrUnラ 最 モ適 當 ト認 メタ リ。

此實験 二依 リテ、盤酸Pepsin法 二最 モ適 セル
の

一新培養 基 テ選定 シ得 タ リ。
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稿 ヲ終ルニ當 リ、終始本研究 ノ指導 ト本稿 ノ校

閲 トテ賜ハ リタル東京帝國大學教授高木逸麿博

士、特別 ノ厚意 テ寄 セ給ヘル北海道帝國大學教

授井上善十郎陣士、厘 ヒ激働テ賜ハ リタル大阪

笠原研究所里見三男博士、文」献借賢 ノ便 テ賜ハ

リタル市立函館病院署長阿部龍夫博士、常時鞭

捷 テ賜ハリタル當所齋藤所長諸先生二封 シ、拉

二又或ハ文獣 ノ蒐集 二或 ハ實験 ノ・操作 二常二助

力 テ惜マ レザ リ シ、市立中之橋病院長俣野學

士、北海道帝國大學衛生學教室佐々木學士、同

僚長谷川學士、阿部藥剤員諸氏二封 シ、弦 二衷

心 ヨリ感謝 ノ意 テ表ス。
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